
 

 

基本構想の更なる肉付けに向けて 

 

この構想素案は、社会情勢や一般的事項に基づいて整理したもの。今後、さらなる基

礎調査を通じて、「安芸高田市ならでは」のものへ肉付けをしていく。 

 

◆ 地域資源、地域課題の掘り起し 

 市民アンケート：神楽、スポーツ、歴史、自然環境！ 

 資源の「活用」に携わる方々の「想い」をＯＮしていくことで、地域独自性が出てくる 

→地域資源の活用に携わる方々へのインタビュー調査を行う 

 

【主なインタビュー項目】 

 今、特に頑張っていること （資源の概要把握） 

 今後やってみたいこと （リーディング事業ネタ） 

 それぞれの理由、取組に対する想い （課題認識、資源の魅力向上ネタ） 

 

 

【どうせやるなら・・・】 

 インタビュー調査は、対話を通じてその人が抱いている課題認識等を炙り出すことが可能 

→福祉・産業・教育・協働といったカテゴリーも、キーパーソンへのインタビューを実施 



 
 

◆ 目標人口設定 

 人口減少受け入れ、子育て世代の増加が基本。 

 併せて、その達成に必要な施策規模（住宅・雇用）を設定していく。 

 施策規模は、公共・事業者・自治振興組織ごとに設定。 

 ちょうどよい施策規模（無理しすぎず、楽しすぎない）を調整しながら、目標人口を確定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 土地利用の在り方 

 基本的には以下が柱になると考えている。 

－６地域の特徴を伸ばした整備を進めていく 

－都市機能をコンパクトにしていく 

 

 インタビュー調査や各課ヒアリングにより、各地域の特徴、「コンパクト化」に対する具体的イメ

ージを深めていく。 

 

 

【事業者見込み】 

住宅（民間賃貸）：300戸/10年 

雇用：100人/10年 

【自治振興組織】 

住宅（空き家活用）：10戸/10年/組織 

現状趨勢 

26,000人 

（例） 

子育て世代＋750人、 

子ども＋250人！ 

【公共】 

住宅（宅地造成、市営住宅）：500戸/10年 

雇用：400人/10年 

Ｈ37 目標人口 

27,000 人！（例） 
目標人口達成に必要な取組規模（例） 


